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・ 24日に発表された３月のユーロ圏のＰＭＩ総合指数（速報値）は53.2と前月から僅かに低下したが、

９ヶ月連続で好不況の分岐点である50を上回った。国別・業種別の内訳は、ドイツで製造業・サービ

ス業がともに高水準を維持しているが、いずれも前月から改善モメンタムが鈍化。フランスは製造業

が2012年２月以来、サービス業が昨年10月以来となる50超に復帰した。その他ユーロ圏は製造業・サ

ービス業ともに前月から改善モメンタムが鈍化したとみられるが、50超を維持した模様（速報時点で

は細かい内訳は公表されていない）。ドイツで改善モメンタムが一服した一方で、フランスが成長軌

道に復帰したことで、ユーロ圏全体では製造業・サービス業ともに前月から微減の横這い圏。 

・ ドイツの改善モメンタム低下は、中国景気の減速やウクライナ情勢の緊迫化を受け、輸出受注を中心

に先行きの不透明感が広がったことに加えて、昨年末から年始にかけての景況がやや出来すぎだった

ことによる反動の範疇とみられ、基調としては底堅い。先行きは対ロシア制裁強化がさらなる重石に

なる可能性。フランスの業況がここにきて改善超に転じたのには意外感もあるが、景気が全般に底入

れしたことや年始に企業の税・社会保障負担軽減方針が打ち出され、全般的に業況に底入れ機運が広

がっていたところに、１月からのＶＡＴ増税による影響が和らいだことが好感されたものと思われる。 

・ なお、発表元のMarkitによれば、同指数の水準からは1-3月期の実質ＧＤＰ成長率がユーロ圏で前期比

＋0.5％程度、ドイツで同＋0.7％程度になったことが示唆される。 

■ユーロ圏：ＰＭＩ製造業指数 ■ユーロ圏：ＰＭＩサービス業指数
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■ＰＭＩ指数（季節調整済み）

2013 2014 2013 2014
2Q 3Q 4Q 1Q 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ユーロ圏 総合産出指数 47.8 51.4 51.9 53.1 51.5 52.2 51.9 51.7 52.1 52.9 53.3 53.2

製造業ＰＭＩ指数 47.9 50.9 51.9 53.4 51.4 51.1 51.3 51.6 52.7 54.0 53.2 53.0
サービス業業況指数 47.5 50.9 51.3 52.2 50.7 52.2 51.6 51.2 51.0 51.6 52.6 52.4

ドイツ 製造業ＰＭＩ指数 48.7 51.2 52.9 55.0 51.8 51.1 51.7 52.7 54.3 56.5 54.8 53.8
サービス業業況指数 49.9 52.6 54.0 54.3 52.8 53.7 52.9 55.7 53.5 53.1 55.9 54.0

フランス 製造業ＰＭＩ指数 46.4 49.7 48.2 50.3 49.7 49.8 49.1 48.4 47.0 49.3 49.7 51.9
サービス業業況指数 45.3 49.5 48.9 49.2 48.9 51.0 50.9 48.0 47.8 48.9 47.2 51.4

出所：Markit  


